
東海市の未来のまちづくりのキーワードを出し合いました！ 

～ 第３回 とうかい未来づくり会議 開催レポート ～ 

2022年５月14日（土）13時半～16時、市民活動センター大会議室で「第３回 とうかい未来づくり会

議」を開催しました。この会議は、今後 10 年間のまちづくりの方針を定める総合計画づくりの一環で開催す

るものです。今後の主な課題や求められる具体的なまちづくりの取組について考えることを目的として、市民

の皆さんと一緒に、「これから 10 年間の東海市の暮らし」について生活者の視点で自由に話し合っていきま

す。令和３年 12 月～令和４年 11月まで計５回程度開催する予定です。以下、第３回の会議の様子をご紹介

します。 

■第７次総合計画策定の現状について説明 

令和３年度から開始している第７次総合計画の策定の経過報告を市が行いました。「第６次総合計画の課

題をふまえて、より分かりやすい計画にするための体系となるよう検討し」、また「昨年度実施した市民意

識調査、子育て世代インタビュー、外国籍住民インタビュー、大学生参画会議（とうかいまちづくり大学）

での意見や提案を計画に取り入れていきたい」という報告がありました。 

その成果として、子育てや教育、環境、防災等５つの枠組み「めざすまちの姿」を仮称で設定しました。 

（仮称）めざすまちの姿１：安心して子育てができ、子どもが健やかに育っている 

（仮称）めざすまちの姿２：地域が主体となり、みんなが協力し支え合っている 

（仮称）めざすまちの姿３：心身ともに健康でいきいきと生活している 

（仮称）めざすまちの姿４：環境と地域経済が調和し、魅力にあふれ、にぎわいに満ちている 

（仮称）めざすまちの姿５：だれもが安心して快適に暮らせる基盤が整っている 

 

■グループワーク① 

「東海市の未来のまちづくりにむけた大事な考え方・キーワード」を出し合う 

グループワークでは、各グループで未来のまちづくりにむけた大事な考え方・キーワードを５つの「め

ざすまちの姿」ごとに分かれ、意見を出し合いました。その際、「誰が」、「どんな風になっているか」を具

体的に想像することで、自分だけでなく、家族や友人など様々な視点から未来を考えました。 

例えば、「心身ともに健康でいきいきと生活している」のグループでは、「高齢者が積極的に運動し、健

康寿命がのびている」、「悩みがある人が迷うことがなく、いつでも相談できる場所がある」といった心も

身体も健康になる地域社会に向けた考え方やキーワードが挙げられました。 

 

一方、「環境と地域経済が調和し、魅力にあふ

れにぎわいに満ちている」のグループでは、「農

家さんが誇れる特産物と意欲あふれる農業をし

ている」、「子どもたちが東海市の仕事に興味を

持ってもらう」といった地域の産業が盛り上が

り、将来にも持続するようなイメージが共有さ

れていました。 

 

 
 

■グループ発表 

グループ発表では、各チームで出た考え方やキーワードに対して、追加のアイデアや感想等を言い合う

時間をつくりました。参加者が他の全グループの発表を各テーブルに移動しながら聞いて回り、全グルー

プの意見に触れることができました。 

例えば、「だれもが安心して快適に暮らせる基盤が整っている」のグル

ープでは、他グループの参加者から「レンタルサイクルの普及」、「ガー

デニングを通じたご近所付き合いで防犯につなげる」といったアイデア

を新たにいただきました。発表後は、他グループからの意見を受けて、

各チームでふりかえりを行いました。 

また、日本福祉大学国際福祉開発学部特任教授の千頭先生から総括を

いただき、‘「誰が」というところを「誰と誰が」として考えることで、

新しい連携が生まれ、できることが増える’、‘10 年後の姿を思い浮か

べると同時に、変わっていくプロセスも大切にするべきである’といっ

たアドバイスをいただきました。 

■グループワーク②「東海市の 10 年後の将来都市像」について話し合おう 

２回目のグループワークでは、東海市全体のまち「10年後の将来都市像」

を表すキーワードについて意見を出し合いました。 

参加者からは、「健康寿命日本一」、「世代間交流」、「ダイバーシティ」、

「災害に強い」、「子ども、若者が住みたいと思える」、「親も子も安心」と

いった多岐にわたるご意見をいただきました。 

これらのご意見は、グループワーク①の「めざすまちの姿」での結果と

あわせて、計画内の具体的な取組を示す施策、単位施策や5つの「めざす

まちの姿」全体を表現した「将来都市像」の設定などの参考にします。 

 

 

 

 

■最後に継続的な協力をお願い 

閉会にあたり、改めて事務局より、今回のとうかい

未来づくり会議は、総合計画づくりの本格的な議論

の場であることをお伝えし、今後も引き続きご参加・

ご協力いただくことをお願いしました。 

 


